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射線である α 線と γ 線の格子欠陥生成における線質効果に着目し，各々の放射線によってどのような常磁性格子欠陥
が生成されるかを調べ，各々の信号の生成の素性を明らかにした。
2α 線， γ 線照射それぞれによって生成した常磁性格子欠陥の位相緩和時間(横緩和時間)の測定を行った。ある
特定の信号においては緩和時間の違いにより信号の分離が可能であることを発見し，パルス ESR 年代測定法で用いる
べき信号を決定した。
3 カルサイト中のマンガン不純物の信号は，カルサイトの ESR 年代測定における致命的な問題点であったが，パ
ルス法によってこれを完全に除去できることを示した。
4 破砕右英中に生成する E' 中心が破砕に伴う局所的な非品質領域に生成することを，吸収線の形と緩和時間を中
性子照射により生成した E' 中心やガラス中の E' 中心のそれと比較することによって明らかにした。断層粘土中の石
英にみられる E' 中心は破砕による効果を受けており，またこのことを利用して断層の年代測定法が提案されている。
本研究によってパルス ESR による断層年代測定法の基礎を固めることができた。








本研究は，自然放射線により CaC03 ， CaS04 , Si02 中に生じた常磁性格子欠陥を初めてパルス電子スピン共鳴
(ESR) で検出し，地球科学の年代値を求める手法を開発した。格子欠陥の緩和時間の違いを利用して，干渉する Mn2+
や Fe3+ の不純物信号を消し， α 線と β， γ 線の線質効果を信号分離してパルス ESR 年代測定法を展開した。よって博
士の資格が充分あると認めた。
